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概要 

Abstract 

慢性気道炎症をはじめとする慢性炎症疾患では、末梢組織へ誘導された

CD4 T細胞集団の一部が組織常在性記憶 T（Tissue resident memory T: TRM）

細胞として長期間にわたり組織に常在する。さらに、異所性リンパ組織

（Tertiary lymphoid tissue: TLT）などの組織変化が誘導される。TRM細胞

と炎症組織の構成細胞は相互に補完し“組織の炎症記憶”を形成する。また、

TLT で維持される TRM細胞は組織線維化などを誘導し、慢性炎症疾患の慢性

化・難治化の原因となる。そのため、TRM細胞と TLTなどを「組織炎症記憶」

として包括的に捉えて理解することが、難治性炎症疾患の病態解明には重

要である。しかし、TRM 細胞と組織の構成細胞群の間での細胞間ネットワー

クを介した組織炎症記憶維持の詳細は不明な点が多い。 

今回のセミナーでは、これらの組織炎症記憶に関する我々の最新知見を

紹介するとともに、慢性気道疾患の難治性の新たな治療法開発にむけた新

規標的細胞・分子の可能性について検討する。 
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